
                           

     

今
年
の
３
月
に
地
区
内
報
告

会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
の
た
め
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
二
年
度
の
活
動

報
告
を
紙
面
に
て
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

部
会
で
活
動
計
画
が
あ
り
ま
し

た
が
、
感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
に
、
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
ふ
れ
あ
い
交
流
部
会 

○
三
夜
沢
あ
ず
き 

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
年
） 

（
収
穫
量
：
約
３
升
） 

      

○
い
い
も
ん
祭
り
11
月
中
止 

    

○
Ａ
コ
ー
プ 

マ
ル
シ
ェ 

Ａ
コ
ー
プ
み
や
ぎ
店 

12
月
6
日
（
日
） 

       

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス ３

月
中
止 

◆
自
然
環
境
交
流
部
会 

○
荒
砥
川
美
化
運
動 

春
：
6
月
28
日
（
日
） 

秋
：
10
月
11
日
（
日
） 

       

    

○
第
11
回
荒
砥
川
自
然
満
喫
会 

６
月
中
止 

○
荒
砥
川
源
流
探
訪
会 

秋 

中
止 

○
星
空
観
察
会
（
協
働:

公
民
館

講
座
）       

２
月
下
旬 

中
止 

◆
福
祉
交
流
部
会 

○
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動 

前
期 

中
止    

後
期
355
㎏ 

○
防
災
研
修
会
の
開
催 

９
月
16
日
（
水
） 

       

◆
広
報
委
員
会 

○
部
会
事
業
の
取
材
・
宣
伝
・
広
報 

○Facebook

・YouTube

を 

活
用
し
た
広
報
活
動 

○
き
ず
な
通
信
発
刊
年
４
回
発
行 

○
コ
ロ
ナ
禍
代
替
事
業 

        

◆
全
体
事
業 

○
企
画
委
員
会 

３
回 

○
運
営
委
員
会 

４
月(

書
面) 

○
各
種
事
業
協
力
参
加 

・
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
の
つ
ど
い
中
止 

・
前
橋
市
地
域
づ
く
り
推
進
大
会 中

止 

・
宮
城
地
区
納
涼
祭         

中
止 

○
地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ 

中
止 

○
地
区
内
報
告
会          

中
止 

☆ 

交
流
会 

今
年
度
の
予
定 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
中
で
も
、
や
れ

る
こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
施
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
本
年
度
の
「
荒
砥
川
自
然
満

喫
会
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

（
前
原 

清 

記
） 
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令
和
３
年
度 

 

地
域
づ
く
り
交
流
会
役
員 

 

会
長 

 

井
上 
憲
明 

副
会
長 

松
村 

誠
（
自
治
会
） 

 
 
 
 

久
保
木 

誠
一
（
自
治
会
） 

会
計 

 

石
橋 

玉
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ふ
れ
あ
い
交
流
部
会 

 

部
会
長 

 

大
﨑 

博
之 

 

副
部
会
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前
原 
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自
然
環
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会 

 

部
会
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井
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憲
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副
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会
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宮
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光
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副
部
会
長 

樺
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安
之 

福
祉
交
流
部
会 

 

部
会
長 

澁
谷 

義
雄
（
自
治
会
） 

 

副
部
会
長 

深
津 

博 

 

副
部
会
長 

渡
辺 

晋 

 

広
報
委
員 

委
員
長 

 

前
原 

清 

委 

員 大
﨑 

博
之 

 
 
 

上
野 

実 

 
 
 

渋
澤 

康
之 

 
 
 

樺
澤 

安
之 

 
 
 

東
宮 

秀
樹 

 
 
 

阿
久
澤 

孝
子 

松
村 

紀
江 

栗
原 

睦 

栗
原 

治
仁 

栗
原 

大
輔 

手
島 

敏
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 会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
が
休
止

状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
心
と

汗
に
よ
る
活
動
を
早
く
再
開
で
き

る
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
、
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上 

憲
明 

伝
説
の
滝
沢
不
動
尊
と
そ
の
歴
史 

小
雨
降
る
５
月
５
日
水
曜
日
、
宮

城
郷
土
史
会
主
催
の
見
学
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
滝
沢
不

動
尊
の
ご
開
帳
日
に
合
わ
せ
て
、
不

動
大
滝
、
忠
治
の
岩
屋
、
修
験
道
の

お
寺
・
三
宝
堂
、
不
動
尊
の
足
部
分

を
保
管
す
る
桐
生
市
の
瀧
興
寺
を
訪

れ
ま
し
た
。
粕
川
町
室
沢
に
位
置
す

る
滝
沢
不
動
尊
は
応
永
十
三
年
（
一

四
〇
六
年
）
に
造
立
し
た
も
の
と
い

わ
れ
、
今
は
当
地
区
の
自
治
会
役
員

さ
ん
た
ち
を
中
心
に
室
沢
地
区
の
み

な
さ
ん
で
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
不
動
尊
は
八
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
重
量
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
赤

銅
製
で
、
火
焔
、
右
腕
、
両
足
が
な

い
姿
か
ら
「
片
手
不
動
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
こ

の
不
動
尊
の
右
手
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
れ 

に
は
、
か
の
有
名
な
上
杉
謙
信
が
関

わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
謙
信
が
鎌

倉
攻
め
を
す
る
際
に
、
戦
の
神
様
で

あ
る
不
動
尊
の
右
腕
を
戦
勝
祈
願
の

た
め
に
持
ち
出
し
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
そ
れ

を
持
っ
て
埼
玉
県
の
鹿
島
神
社
を
宿

に
し
て
寝
て
い
た
と
こ
ろ
「
こ
の
腕

を
持
っ
て
い
る
と
戦
に
負
け
る
」
と

神
か
ら
の
お
告
げ
を
受
け
、
そ
の
神

社
の
不
動
明
王
の
胎
内
へ
保
管
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
後
訪
れ
た
不
動
大
滝
は
想
像

し
て
い
た
よ
り
壮
大
で
、
神
聖
的
で

し
た
。
落
差
約
三
十
二
メ
ー
ト
ル
、

建
物
で
い
う
と
九
階
建
て
ぐ
ら
い
の

高
さ
か
ら
叩
き
落
ち
る
水
流
は
何
度

も
生
で
見
た
く
な
る
迫
力
で
す
。 

 

国
定
忠
治
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
忠

治
の
岩
屋
は
、
中
に
は
入
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
案
内
役
の
方

が
当
時
の
装
い
で
勢
い
満
点
に
語
っ

て
く
だ
さ
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

山
道
を
さ
ら
に
奥
に
進
み
、
滝
沢

不
動
尊
か
ら
川
を
挟
ん
だ
西
側
苗
ケ

島
地
内
に
あ
る
三
宝
堂
は
、
滝
行
を

し
た
修
行
僧
の
道
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
郷
土
史
会
の
方

が
何
度
も
調
査
を
し
て
発
見
さ
れ
た

場
所
な
の
で
、
ご
案
内
頂
け
な
い
と

な
か
な
か
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。
郷
土

史
会
の
み
な
さ
ん
の
歴
史
的
探
究
心

に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
訪
れ
た
桐
生
市
新
里
町
の

瀧
興
寺
で
は
、
本
来
は
住
職
以
外
の

立
入
を
禁
じ
て
い
る
内
陣
に
特
別
に

入
れ
て
頂
き
、
滝
沢
不
動
尊
の
両
足

を
拝
見
し
ま
し
た
。
こ
こ
瀧
興
寺
の

住
職
は
宮
城
の
金
剛
寺
に
て
修
行
を

積
ま
れ
た
そ
う
で
縁
の
深
さ
を
感
じ

ま
し
た
。 

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私

は
小
さ
い
頃
、
大
滝
へ
行
く
の
に
幾

度
も
滝
沢
不
動
尊
を
通
っ
た
は
ず
な

の
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
お
話
し

は
す
べ
て
初
耳
で
し
た
。
知
的
好
奇

心
を
く
す
ぐ
ら
れ
、
実
は
近
い
と
こ

ろ
の
歴
史
ほ
ど
あ
ま
り
知
ら
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
な
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ

う
な
見
学
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
是
非
、
ご
一
緒
に
歴
史
探
訪
の
旅

へ
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

（
栗
原
大
輔 

記
） 

    

滝沢不動尊（記者撮影） 


